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パレスチナの
オリーブ産業

パレスチナには約1300万本のオリーブの木があるが、そのうち250万本は実
を結んでいない。

オリーブ産業は、パレスチナの約10万世帯に直接的・間接的な収入をもたら
している。パレスチナ経済の約14％に貢献している。

 オリーブの木はパレスチナの900㎢以上の土地に広がり、表年には約3万
3000トン、裏年でも約7000トンから1万トンのオリーブオイルを生産する。



2024 年オリーブ収穫

ヨルダン川西岸地区における2024年のオリーブ収穫期のオリー
ブオイル生産量は、約18,000トンと推定されている。



WAFAパレスチナ・ニュース＆インフォメーション・エージェンシーによると、農家はオリーブを植えて
いる8万ドゥナム（8000ha）の農地に入ることができず、今年の収穫の約15％が失われることになる。

2024年 オリーブの収穫

https://www.wafa.ps/Pages/Details/106011



パレスチナ農民が直面するイスラエル占領の課題

 イスラエル軍と入植者による、収穫期の農民と木々に対する攻撃

 イスラエル当局によるパレスチナ人の土地の没収

 オリーブの収穫を阻むイスラエル当局



 分離壁の向こうのオリーブ畑に入るのを待つパレスチナ人

パレスチナ人農民が所有する約8万ドゥナム（8000ha）の農地（主にオリーブの木が植えられている）は、分離壁の近くか
、壁の向こう側、イスラエル入植地の近くにある。そのため、農民たちは壁の向こうの農地で収穫や土地の手入れをする
ことができず、イスラエル占領当局により、限られた特定の時間にしか立ち入ることが許されていない。



イスラエルによる道路封鎖と移動制限

自由民権擁護センターによると、ヨルダン川西岸地区周辺にあるイスラエル軍の検問所は、新たに140ヵ
所が追加され、707ヵ所以上に増加した。

10月7日以降、イスラエル占領軍はヨルダン川西岸地区の全県に包括的な包囲網を敷き、パレスチナのほ
とんどの村や町は、パレスチナ市民、特にオリーブの収穫期の農民の移動の自由に対する厳しい警備措置
を伴う厳しい閉鎖を目の当たりにした。



-ブルカ村 -ナブルス県、ヨルダン川西岸北部

 イスラエル人入植者と軍によるパレスチナ人のオリーブの木の伐採



 パレスチナ人とその土地に対するイスラエル人入植者による攻撃

アプライド・リサーチ・インスティチュート（ARIJ）によると、2023年10月から2024年10月までの間に
2500件以上のイスラエル人入植者による攻撃があり、樹木を根こそぎ破壊したり、家畜や資産、パレスチ
ナ市民そのものを標的にしたりと様々であった。



 パレスチナ人とその土地に対するイスラエル人入植者による攻撃

2024年に入って、ヨルダン川西岸地区の実のなる木、特にオリーブの木、老木、その他新しく植えられた苗木の破
壊に関連する攻撃が150件以上記録され、その結果、占領下のヨルダン川西岸地区で21,000本以上の木が根こそぎ
にされ、そのほとんどがオリーブの木であった。
ARIJ研究所の統計によると、入植者たちはオリーブの収穫期にこうした攻撃や襲撃をしばしば行っており、パレス
チナ人農民も攻撃され、土地への立ち入りを禁止されることでオリーブの収穫を妨げられている。



 オリーブ農園で収穫作業中のパレスチナ人農民やボランティアが標的になる

2024年10月ヨルダン川西岸北部ジェニン県ファクーア村の農園でオリーブを摘んでいた60歳の女性が殺害された。
さらに、今年10月にナブルス県で3人の子どもが被害に遭うなど、オリーブの収穫期間中にイスラエル軍の実弾の標
的にされるパレスチナ人の事例が後を絶たない。そのほか、ガザでは今シーズン、オリーブの収穫中に4人のパレスチ
ナ人が殺された。



ガザ地区におけるオリーブ・シーズンは、イスラエル軍の爆撃や、大量虐殺の中での占領軍の地上侵攻
によって、生産性や品質、広大なオリーブ農園が破壊されるなど、様々な困難に直面している。



入植地や前哨基地を建設するために、イスラエル当局がパレスチナ人の土地を没収

WAFAパレスチナ・ニュース＆インフォ
メーション・エージェンシーによると、
入植者たちは年間平均6カ所の入植前哨
基地を設立し、過去1年間ではほぼ毎週
前哨基地を設立している。入植に反対す
るイスラエル人団体の推計によると、こ
れらの前哨基地は、入植者の暴力や、パ
レスチナ人の遊牧民や農民の土地からの
追放に関係している。

イスラエル当局は最近、ヨルダン川西岸
地区の2万4000ドゥナム（2,400ha）の土
地を接収すると発表した。これにより、
2024年にイスラエル当局が接収するパレ
スチナ人居住区の総面積は46,000ドゥナ
ム（4,600ha）に迫る。

https://pmo.pna.ps/ar/Article/5518



オリーブオイルの輸出がオリーブ農家に与える影響



パレスチナ産オリーブオイルの国際市場への輸出の課題



オルター・トレード・ジャパン（ATJ）のオリーブオイル出荷予定について

2024年収穫のオリーブオイル960缶（16㎏缶）のエキストラ・バージン・オリーブ
オイルの注文がまもなく日本に届く予定。合計15,360㎏。



PARCと協力したアル・リーフの「ガザに希望を築く」募金キャンペーン

ガザ地区の避難民に食糧支援物資を送ったAl-Reefの募金キャンペーンの成功について、ATJと寄付をし
てくださった皆様に感謝します。支援物資はPARCのスタッフとガザ地区のボランティアによって配布
され、ヨルダン慈善団体を通じて届けられました。

間もなく、アル・リーフはこのキャンペーンから、ヨルダン川西岸で2024年に収穫されたオリーブオイル
を含む別の支援物資を送る予定である。



ご清聴ありがとう！


